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「文字 C としてのコメディアン」（3）－続き－
ウォレス・スティ－ヴンズ『足踏みオルガン』（1923 年）より
（伊東ミツ子、幡山秀明　訳）
Ⅳ　〈コロニーの意義〉
199　留
ノ ー タ
意せよ：土地は人間の知性。
200　それはいい。海を渡り、見つける甲斐がある。
201　クリスピンは簡潔な一言で曖昧な経緯を片付け、
202　コロニーを企てる。
203　精神病的月光の退場、
204　法
レクス
、王
レクス
、原
ク リ ン シ ピ ア ム
理の退場、何もかも退場。
205　す
エクシアント
べて退
・オムネ
場だ。ほら、ここにある散文は
206　どんな 戯
タンブリング、バース
詩 よりも絶妙だ。
207　住むにはいまだ新たな大陸。
208　彼の巡礼の旅の目的は何なのか。
209　それがクリスピンの精神にどのような形をとるのであれ、
210　とはいうものの、追い払いたいのは
211　空に浮かぶ仲間の影か、
212　奴らの陳腐な知性からの解放か、
213　新たな知性が遍く行き渡るようにするためか。
214　それ故に、初めての中核となる賛歌の言葉に
215　反響が起こり、お粗末この上ない瑣末事を
216　讃える者が現れ、試されたのは、
217　彼の美学力と哲学力で、
218　妬ましければそれだけ望ましい。
219　花屋がとんまなキャベツ野郎に助けを乞い、
220　金持ちがすってんてんの丸裸になり、勇者が
221　恐れ慄き、盲人の天文学者、
222　定められた力が侮蔑ゆえに駆使できぬ。
223　彼の西への旅が終わり、そして始まった。
224　気難しい思想の苦しみが緩み、
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225　さらにもっと好戦的な思いが生まれた。
226　それ故、彼は自分の序文を書く。
227　奇想溢れるままに記した
228　思い出と予言の入り混じったものを。
229　奇妙な対照表示を行った。例えば、
230　雨の土着民は雨人間。
231　彼らは鮮やかな紺碧の湖を描き、
232　4 月の鬱蒼とした丘の斜面を白とピンクに染めるが、
233　紺碧の縁は薄墨で、白色と
234　ピンク色には花ミズキの映える水辺の輝きがある。
235　そして、音楽は降り注ぐ音の詠唱。
236　粗野なインディアンはどのような奇妙な気泡を溺愛し、
237　エデンのどんな若木の樹脂を、どんな蜜の血糊を、
238　純真さから抽出したわずかの果汁を好むのか。
239　筋金入りの黄金がその純真さを彼の内に示し、
240　イメージや言葉の中で純真さを暖めるはずだ。
241　こうした無礼な例が無礼さ故に問題ならば、
242　信条をはっきりさせよう。
243　クリスピンはあれこれ当て嵌めようとして、
244　トルコ人をエスキモーとして嫌い、リュートを
245　マリンバとして、マグノリアを薔薇として嫌った。
246　こうした前提を提示し、
247　彼はコロニーを計画した。その計画が
248　もっと南部の鳥の囀る南部の黄昏へと広がった。
249　広範囲に及ぶ島の半球。
250　松林で目覚めたジョージアの男は
251　松のスポークスマンであるべき。敏感な人間は、
252　フロリダに原始の核を植え、
253　剣を刺すべき所は、古代の弦楽器プサルテリウムではなく、
254　バンジョーの絶対的弦であり、
255　片や、フラミンゴたちは彼の月桂冠の名声を振り払う。
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256　陰気な古老たちは、アズテカ暦も忘れて
257　メキシコの淡色の蒸留酒メスカールをちびちび飲んではいるが、
258　入り組んだシエラの山々を望み見るべきだ。
259　そして、カフェの浅黒いブラジル人たちは、
260　無垢な、パンパスに住むインディオの詩に思いを巡らし、
261　隙のない詩選集を書くべきだ。
262　透き通るような新たな愛人のために。
263　これらは最もあからさまな例だ。クリスピンは、
264　そうした広い視野の先駆者で、
265　冴えた細部に無関心でなくはなかった。
266　うすのろメロンには、それ相応の儀式、
267　緑の装束で執り行われる儀式が必要で、
268　ピーチ娘は呪文を唱えるべき。
269　麗しき日に黒い枝から芽吹くときには。そしてまた、
270　盆に積まれたその芳香が夏を染めるとき、
271　それは秘跡と祝賀を行うべき。
272　鋭敏な修行者たちは、
273　我らが経験の書記になるべきだ。
274　将来のこうした時間への穏やかな逸脱は、
275　ロマンティックな気分とは逆行する飛翔と関連するが、
276　どんなに放蕩的でも、誇り高くとも、
277　神のお告げにおいては引け目があるが、
278　最初はそれがクリスピンを彷徨へと駆り立てた。
279　まがい物には満足できなかったし、
280　仮装の思想にも、哀れな言葉にもそうだった。
281　ひどい仮装を隠さねばならぬ言葉にも、
282　虚構の美辞麗句にも満足できなかった。その麗句が、
283　予め彼の情熱を制御し、コートの掛け方、
284　オツムの程度、塩加減を定めていた。そうしたがらくたは何食わぬ顔で
285　密かに盲人には手を貸したかもしれないが、彼にはそうはいかない。
286　彼は到底我慢がならなかった。それ故に、
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287　注釈よりテクストを好んで、彼が謙虚に
288　グロテスクな見習いを積んだのは、
289　事象を変えるため。道化は道化だが、高志の道化。
290　我らが夢には単調な戯言があり、
291　戯言のおかげで夢想家たちが我らに依存する継承者となり、
292　その夢想家たちの継承者は、我らの眠りに埋もれる。
293　これはよりよき誕生の新たな空想ではない。
294　見習いの弟子はこうした夢想家たちを知った。もし彼が、
295　彼らの夢を夢見るなら、恐る恐る夢見たことだろう。
296　全ての夢は悩ましい。消し去ってしまおう。
297　だが、兎は走らせ、雄鶏は高らかに鳴かせよう。
298　がらくたの寄せ集め、これ見よがしの天空の広がり、
299　忍び足の騙り屋たるクリスピンに関しては。
300　いや、いや、真実の一頁、一頁、まさにそのもの。
V　〈素敵な木陰の故郷〉
301　隠遁者として、純粋、有能なクリスピンは
302　その土地に住んだ。多分、たとえ、もし、
303　不満があっていまだ刺々しいリアリストのままでいたとしても、
304　過去と現在と未来の、または当然の
305　滑稽な砂糖菓子から本領を選んで、
306　ボルドーを超え、ハヴァナを超え、
307　疲労困憊のユカタンを遥かに超えて反対側で植民者の地位を
308　自分のものとするようになっていたのかも知れない。
309　気の晴れない膝の上で娘たちをあやしながら。
310　だが、彼の企てはすぐさまそんな考えになった。
311　クリスピンはその土地に住み、そこに住みながら
312　彼の大陸からゆっくりと滑るように後退して
313　実際の目の中のものを見て、
314　青空の時には気難しい手に負えぬ思いに警戒した。
315　青は意思に影響を与えた。
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316　多分、彼の畑の白い花のハーブは
317　その懸念の下で紫の愁いを隠していたのかもしれない。
318　だが、日に日に今やこのことあのことが、
319　彼を閉じ込める一方で、甘やかし、許し、
320　少しずつ、まるで、宗主国の土壌のせいで
321　浮かれ騒ぎで困惑し、卑屈になるが愛着が捨てられないでいるようだ。
322　偶然の大団円のようだった。
323　最初、リアリストとして彼が認めたことは、
324　早朝の大陸を狩して回る者は誰もが、
325　結局はプラムの樹の前で突然立ち止まるかもしれないだろうということ。
326　そして、なおもリアリストたるに満足するだろうということ。
327　物事の言葉は縺れて混乱する。
328　プラムはそんな詩よりも長く残る。実が揺れる
329　麗らかな陽光のなか、それを彩るのは、
330　下を通り過ぎる人々の悪徳不正。
331　滑稽な無言劇、迷路のような雫を纏い、花は藤紫。
332　しかし、絶えることなく自らの形をなして、
333　こうした変遷を乗り越え、見目良く、たわわに実り、貪り食う果実。
334　そこで、クリスピンが取り入れたのは、彼にとって、
335　現在における義務または当然の永続する形態。
336　彼はこの事を最も意味深長な管楽器の中に轟かせるべきだったのか。
337　レクイエムのフーガで彼の夢を葬り去りながら。
338　彼は消滅した広大なものを偲んで、
339　空に響くトムトム太鼓の嘆きの涙を流すべきだったのか。
340　悲劇役者の遺書を書くべきだったのか。引き伸ばせ。
341　だらけた葬送歌の中の活発な力を。葬送歌の中で、
342　背筋を伸ばした音楽家たちがそう言うにしろ、
343　単に彼を死者と言うべきだったのか。アーメンと口にすべきだったのか。
344　胸に抱かれた聖歌を通し、かなたの空まで。
345　キャビンを建てたからなのか？かつては、
346　荒々しい海のそばに円柱からなる多弁の館を計画した彼なのに。
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347　サラダ野菜の苗床にまた足を向けたからなのか。
348　陽気なクリスピン、痛ましい喪章をつけてるなんて。
349　彼は個人的な野心を捨てるべきなのか。
350　全運命の一つの例を自分自身の運命として。
351　非常に多くの男の中の一人の男とは何なのか。
352　そんな世の中のそんなに多くの男たちとは何なのか。
353　一人の男が一つのことを考え、そのことを長く考えていられるのか。
354　一人の男が、そんなに長く一つのことになりえるのか。
355　正当なキルトを嫌ったまさにその男が、
356　嫌悪しながらも頭の中は寄せ集めの作品のようで、
357　リアリストにとって、現在のことは当然のことなのか。
358　そして、そうなる。彼のキャビンが闇雲に建てられ、
359　木々が植えられ、付き添い女が
360　ブロンドの髪を煌かせ、彼の手に身を寄せて、
361　カーテンが揺らめき、ドアが閉じられ、
362　クリスピンこと、一人者の部屋の師匠は
363　その夜に掛け金をかけた。深遠な音が降臨し、
364　まるで独居に隠れ、
365　覆われ、心地よい眠りに包まれるようだった。
366　非常に深遠な音が降臨し、
367　予言のような長い沈黙となり、下へ下へと降りてきた。
368　風の中でコオロギが刺繍のような翅を震わせ、
369　微動だにせず行進する夜警団。
370　朝の早足でクリスピンが歩く。
371　毎朝、なおも好奇心豊かに一回り。
372　さほど刺々しくもなく、はるかにより当然の功徳。
373　かつてそれも必要だと思っていた以上に。ボルテールのカンディットのように、
374　地主と地蟲、だが、無花果も見え、
375　そして、無花果のためのクリームとクリームのための銀器、
376　ブロンド娘が銀器をそっとたたき、味見するのは
377　濃厚な赤ワイン。いい星回り、なんとあの未来を思い、
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378　キャビンの野卑なユーモアの中で彼らは熱く身を焦がしたことか！
379　しかし、日々の繰り返しが哲学者を腑抜けにし、
380　クリスピンのような男たちがそれを好むのは、
381　意思ではないにしろ、卑しい男の思いを辿るがため。
382　だが、日々繰り返すのは、彼の毎日のように、
383　朝食の飾りリボン、葉の添えられた果実、
384　四十雀に、薬用植物カッシアに、薔薇、
385　薔薇は、広げたクリノリン芯地の高貴な棘ではなく、
386　恋焦がれるスウィーツの棘、
387　夕べは、ひび割れた雨戸が
388　皺くちゃの奥底に飛び散ったようで、夜は、
389　あのか弱い見張りたちが見守り、
390　生ぬるい夏の冷たさには頓着せずにいる。
391　彼の方は、傍らに横たわる
392　彼女の唇に溺れ、日々の繰り返しは
393　こんな風で、まことの果報者を太陽のように腑抜けにする。
394　それは奪いはするが、山盛りでお返しがある。
395　無施錠の色とりどりの国庫を扱うように。
VI　〈そして、巻き毛の娘たち〉
396　不吉な表明、神聖な一言と
397　結びついた言葉、そして、
398　至福に沸き立つ音、
399　豊かで悩ましく優しい
400　音楽が、調和するように、
401　寄り集まり、クリスピンの最後の演繹的思考に鈴を付ける。
402　誇らしげで快活に、かき鳴らせ。
403　彼の壮大な声明と企みを。
404　娘たちが彼の青い眼に映る。触れることなく、陽気に動く
405　手をつなごうとやって来るが、触れることなく、触れても刺すようで、
406　その聖なる若い子にとって、彼の浮かぬ様子の膝や
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407　予言者の股関節に座る余地はなかった。
408　打ち解けた自然な姿への回帰が一旦始まるが、
409　病勢増進、またはスランプ、上昇か下降か。
410　彼はとても厄介な助産術に巻き込まれ、
411　キャビンは聖句箱とみなし、
412　次は、苛立つ乗り籠に、その次には、甘味な虚空、かじりつく
413　子供たちの纏わりつき、
414　だが、とりわけ愛しい幼児たち、
415　そして、束ね髪を解いた女たちの聖なる場所となり、
416　その女たちは緑の世界の緑の果実の緑の満腹家、
417　恍惚を欲しがる住み人たちで、
418　クリスピンと彼の土塊との実の娘たち。
419　このすべてはその男の多くの罰の代償で、
420　実に、植民者が急に立ち止ったのは、
421　玄関先の庭、自ら所有する広々とした花咲く隣。
422　だが、この花が盛りを過ぎ、見えてくるのは
423　祭儀の丸豆で、幼子のような色合いは
424　ピリリとした感じ、移り気なルージュ、それが彼を
425　気ままな運命論者にするとは予見できなかった。
426　まず最初にクリスピンが微笑んだのは
427　黄金に輝く少女、
428　カプチン会修道士の国の住民のようにみえた。
429　とても繊細そうに顔を赤らめ、とても謙虚な眼差しで、
430　華やいだ秘め事や珍事には
431　用心深かった。二人目、彼が微笑んだのは、
432　もう一人のよく似た片われの乙女。
433　最初の少女と似たもの姉妹のようで、いまだ目覚めず、
434　母の足音だけは別だが、時々揺り起こされては驚きの目。
435　そして、三人目は光の中の亜麻色の髪をした幼児が
436　軽やかな群葉の下を
437　はいはいしていた。四人目、
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438　ただのうるさく喚く赤子、つまらぬもので機嫌よく、
439　泣いて飲んでの、不敬なほどのピンク色。
440　数年以上も前、朱色のフードの衣装のカプチン会修道士が、
441　当時の方が堂々としていたそのキャビンに与えたのは、
442　そんな小屋に相応しい甘い予感。
443　所在無げな二番目の娘はシャイで、
444　彼にもってきたのは翼を広げた物、
445　ごちゃごちゃのおもちゃの中から、熱く胸に抱いて。
446　三人目はムクドリモドキたちをぽかんと見つめ、
447　おとなしく自分で文字を書き、花珠で飾った女流詩人、
448　熱狂的文章の高みへと。
449　四番目はまだ狭い世界の小さな好奇心。
450　四人の娘たちの世界は入り組んで解きがたく、
451　四つの陽気な楽器も最初は
452　それぞれ異なったおすまし屋さん、
453　個々の四つの声がカウチから、四つ以上のペルソナ、
454　親しげな道化と探求者、四つの青い鏡は
455　シルヴァーのはず、四つのお馴染みの種は、
456　途方もない色々なことを仄めかし、四つの自己同一の光が
457　陽気な暗がりに色とりどりの華やかな光を広げ、
458　四人の質問者と四人の回答者たち。
459　クリスピンは挫折から教義を作りあげた。
460　世界は、かつて容易に引っこ抜かれたカブラ頭が、
461　袋につめられ海を渡り運ばれて、その古の紫色を汚し、
462　豊穣の海原に切磋琢磨され、
463　再びそのこの上なく頑ななリアリストによって種まかれ、
464　その世界は紫色に再生された家族の泉、
465　同じ解きがたい一団。運命論者が
466　歩み寄り、悦に入ったひとり笑いを腹に収めた。
467　無様に愚痴も言わずに。記録せよ。
468　核心のために作られたこの逸話を。
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469　形式において権威もないが、意匠においては、クリスピンが意図したように、
470　偽装した宣言書、概要、
471　実りの秋の百科事典はそれ自体耳障りだが、
472　沈思、瞑想、思い巡らす
473　あの不吉なアクセント、音節、
474　そして、音楽のサウンドが彼の掟と一致するようになり、
475　それら固有の天体のように、
476　純粋の神々しき宣言は
477　押し寄せる推進力に運ばれ、
478　または、音楽が離れぬならば、その逸話が
479　偽りならば、もし、クリスピンが無益な
480　哲学者ならば、青臭い自惚れで始まり、
481　衰えて終わり、もし、不機嫌になりがちな男のように
482　ものを見る目が衰え、
483　浮ついていてへまで、移り気で、いい加減で、
484　輝きの後の明滅で彼の人生を言い繕いながら、
485　幻影に貪られた気まぐれから
486　平易でありふれた事柄を光で飾りながら、
487　その年から喧騒を取り去りながら、
488　荒々しい雫から一服の霊薬を作りながら、
489　そして、そのように歪めながら、無であると証明することを証明しながら、
490　一体これはどれほどの事なのだろうか。
491　その話が慈悲深くも終わりを迎える以上は。
492　ならば、各人の関係が削除されますように。
（完）
